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レーザーコンパス

レーザーの標準的設計法
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　レーザー発振器の設計はどの様になされてい

るのであろうか。レーザーに関する優れた学術

書や技術動向の解説書は数多く出版されている

が，具体的設計法を学ぶには必ずしも十分とは

いえないのではないだろうか。いま一歩踏み込

んだ設計の手引書が欲しいところである。設計

と言うのはいわば技術の最終段階である。初学

者といえども，その設計指針やデータを利用し

て規格値を満たすレーザー発振器をデザインで

きる楽しみを与えるものといえよう。一方，レー

ザーに関しては，まだ標準仕様も無い状態で，

時期尚早という批判もある。しかし，レーザー

技術の発展を使命としている本学会の活動とし

ては，きわめて意義が高いと考え，この紙面を

借りて私見を述べてみたい。

　設計法の標準化といったことがらは，企業の

方々にとっては日常的実務であり，我々のよう

な門外漢の関与することではないかも知れな

い。とくに，レーザー装置のように，新しい技

術開発の成果が，次々と実際の製品に取り入れ

られるような技術分野においては，装置設計の

基準を作ってみても早晩，変革を迫られてしま

うので，一般的に使用できないという意見も当

然ある。

　そのような実情を考慮した上でも尚，レー

ザーの標準的設計法を検討する必要性を感じて

いる。それは，今日の技術水準を明確にし，さ

らにレーザー技術の発展を促すものと思う。丁

度，学生時代，演習の時間にモーターや変圧器

の設計を課題として行い，そういった作業を通

して機器の動作原理や理論をより深く理解した

のと合通じるところがあるように思える。設計

通り動作することも大切であるが，設計ルーチ

ンを憶え，また，各種の工業材料に視野が広が

るところに設計することの楽しみがある。

　また，比較の対象として適切かどうか分から

ないが，トランジスタ回路について考えてみて

も，初期の頃，まだトランジスタの性能そのも

のも安定せず，個人では入手も困難であった時

代に既に回路設計の書が和訳されたことを記憶

される人も多いと思う。我々は回路が設計通り

動作するかどうかよりも，その様な書物からト

ランジスタの面白さを見いだしたのである。中

には，それに引かれて，卒業後，半導体産業に

飛び込んでいった学生も多かったはずである。

　半導体デバイスや電気機械のその後の革新的

な発達に，演習課題やそのような書物が大きく

寄与したということは言えない。しかし，いつ

かは見直しを迫られるにしても，ある時点で，

その時代の設計指針とか設計の手引書が整備さ

れる必要性があるのではなかろうか。　レー

ザーの設計法もその様なものであると私は考え

ている。例えば，ヘリウムネオンレーザーひと

つとってみてもレーザー発振の最適条件を論文

からを見つけだすことは容易であるが，作って

みれば百人百様なかなか設計通りとは行かな

い。しかし，少し的を絞って実際の商品に近い

基準となる数値がデータベースとして提供され
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れば，実際の設計の指針ともなるし，また，初

学者の理解を深めるのに大いに役立つのではな

いか。また，論文などでは表わしにくい機械的

構造に関する設計指針や，寿命とか安定性とか

のレーザーに特有な基準値が盛り込まれれば有

益である。ヘリウムネオンレーザーにかぎらず，

アルゴンイオンレーザー，炭酸ガスレーザー，
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YAGレーザーといった標準的レーザーについ

ても，どのようなポイントに留意すればよいか，

標準的な規格値はどのようであるかといったこ

とが集約されておれば大いに役立つと思う。

　企業でこのような業務に従事されている技術

者の知識・経験が結集されれば，有益な手引書

ができると確信している。
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